
・・「「強強みみ」」のの構構成成要要

素素 のの 得得 点点 化化 がが うう

まま くく でで きき なな いい 場場

合合

・「強み」の構成要素チェックで、「強み」の構成要素（パフォー

マンス、活力感、自分らしさ（意味付け））について「総合的に

どの程度当てはまるか」が判断できない場合は、項目１つ１つ

について１～６点を付け、平均点を出します。

例：パフォーマンスのチェック

物事がたいていうまくいく ４点

いい成果を収めることができる ５点

最大限のちからを発揮できると思う ６点

成功している ２点

うまくやれていると思う ３点

⇒（４＋５＋６＋２＋３）÷５＝４点とする

※「強み」の講習資料②－８（ ページ）、「「強み」の３つの構成要

素をチェックしよう」（ ページ）参照。

・この場合は、受講後の変化を確認するため、プロジェクトの最

後の振返りで構成要素を得点化するときにも再度同様の方法で

点数を付けます。

・・ 発発 達達 障障 害害 者者 以以 外外

にに実実施施すするる場場合合

・プロジェクトは、発達障害者の特性を踏まえて開発したもので

すが、発達障害者以外へも実施できます。その際は、講習①で

使用する「発達障害の特性チェック」への記入は省いて実施し

てください。

３３ 振振返返りりのの際際のの留留意意点点

・・活活力力感感、、自自分分ららしし

ささ（（意意味味付付けけ））へへ

のの着着目目

・「強み」を観察できたかどうか、発揮できたかどうかだけでなく、

活力感、自分らしさ（意味付け）に着目して振り返ります。

・「強み」を発揮できていても活力感を感じていなかったり、自分

らしさ（意味付け）を感じられない場合は、「強み」の発揮を休

んでもよいことや、ほかの「強み」に目を向けることなどを助

言します。

例：「集中」という「強み」を発揮しすぎて、夜遅くまで勉強して睡眠不

足になっている。

⇒「集中」という「強み」を発揮することはいったん休み、夜遅くまで

勉強するのはやめてみよう、と声をかける。

⇒「集中」ではなく「計画性」という「強み」を使い、夜の時間の使い

方の計画を立ててみよう、と声をかける。
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本技法開発では、発達障害のある方の自己肯定感を高めるために、「強みの理解をすす

める講習」「強みの活用にチャレンジするホームワーク」「自らの強みに気づきやすくす

るためのツール」など「強み」に着目した相談・支援ツールの開発を行いました。

本技法は、ネガティブなことに目を向けやすい受講者が「強み」に気づきやすくするた

め、興味を持って取り組めるゲームや演習の後、「強み」への意識付けをより促すために

ホームワークを通じた実践場面を設けるなど体験する機会を多く設定しています。これに

より、受講者自身が主体的にプロジェクトに参加することができ、自らの「強み」に目を

向けることが可能となりました。

また、それらの体験を通じて気づいた自らの「強み」を自分の言葉で記録し、支援者と

話し合うことにより、受講者が自らを客観的に振り返ることも可能となりました。

受講者からは「自分自身の強みに気づくことができた」「強みを日常生活で意識するこ

とが習慣化した」「シートに感情を書き出すことで気持ちの整理ができた」という感想が

得られており、自らが強みに気づけたことで納得感が得られ、それによりホームワークに

積極的に取り組むなど行動化が促進されたと考えられます。

本技法は自分自身の「強み」に気づくこと、それを日常的に意識し活用することで自己

肯定感の向上を図り、就職（復職）活動に活かすことを目的としています。発達障害のあ

る方が自らの「強み」を日常的に意識しやすくするためには、一過性の取組みで終わるの

ではなく、「強み」に気づくことができる体験とその振返りを幾度となく積み重ね、自身

が納得感を持つことが可能になるまで、このプロセスを繰り返す等時間をかけた取組みが

必要です。

今後は、プロジェクト終了後の振返りの実施方法、日常生活に落とし込んだ「強み」の

活用場面の設定、支援者のサポートの在り方など、発達障害のある方が日常的に「強み」

を意識し就職活動などに積極的に取り組むための相談・支援の方法をより充実・洗練して

いくことと併せ、継続的な取組みを支える支援体制を整えることが、本技法をより効果的

に活用するための課題として考えられます。

付付録録
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